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「前　途　洋　洋」　襷をつないで
山梨学院法科大学院での10年間の日々を振り返れば、多くの出会いがあり、
その一人一人と出会えたことは、私に多くの喜びと深い感動を与えてくれまし
た。ロースクールと大学法学部で、教えることの重責と充実を感じながら仕事
をしてきましたが、それは、30年間の検事としての仕事とはかなり違った世界
でした。
平成16年 4 月に、「理論的教育と実務的教育との架橋」を目指す法科大学院
が全国各地に設置され、その際、法務省から12名の現役検察官が実務家教員と
して各地に派遣されることになりました。私もその一人として山梨学院大学に
派遣されて、刑事訴訟実務等の講義を担当したことと、当時研究科長を務めて
おられた小野寺規夫先生をはじめ多くの方々との出会いがあったことから、
「地域に根ざし、地域に貢献できる法曹の養成をめざす」本学と私とのご縁が
出来ました。
私は派遣検事を勤めた後、平成18年 3 月、検察官を退官して横浜で弁護士登
録をするとともに、山梨学院大学ロースクール及び法学部において刑事系科目
を担当することとなりました。
各講義の準備とそして講義の場において、学生からの真剣な問いかけに対
し、何とか自分なりに答えようと試行錯誤する毎日でした。私自身が学生に
なったような気持ちで、基本書や判例集を読みました。
四季の移り変わりの美しい山梨の地において、勉学に誠実に立ち向かう学生
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達と、温かで個性溢れる先生方や職員の方々と過した日々は、とても楽しく充
実したものでした。
私がずっと願っていたことは、各講義を通じて、私の検察官の実務経験だけ
でなく弁護士としての立場からも学んだことを、これからの法曹等を目指す若
い人達に、一つでも多く伝えていきたいということでした。
私が担当した刑事関係科目では、憲法31条の適正手続きを遵守しながら、適
正且つ迅速な刑罰法令の適用実現を図ることを学んでいくのですが、実のとこ
ろ、各事案の具体的妥当性の判断にあたっては難しい場面もあります。
その事を理解してもらう為に、私は、ロースクールでの「刑事訴訟法総合」
や「刑事政策」等、また法学部での「刑事訴訟法」、「演習」等の授業におい
て、捜査の端緒でもある職務質問に関し、初代警察庁長官指定指導官であった
元警視庁警察官を講師として授業の中で話していただいたことがあります。前
述したように、憲法が保障する人権を最大限守りながら、治安の維持と迅速な
犯罪捜査を進めていくことが現場でも要請されるので、このような難しい選択
を日々迫られる現実の状況を知ることも、必要だと思ったからでした。
授業後の院生達の受講感想文には、「職務質問のプロの方のお話を聞き、実
務の現場を今まで以上に具体的にイメージ出来たと思う。判例百選の事案概要
を見るだけでは、なかなかイメージが掴めず、抽象的にしか捉えられなかった
が、職質については、これからはより現実的に事案を確認出来そうである」、
「これまでは、違法捜査から人権を守るという視点から勉強してきたためか、
実際に警察官がどのような気持ちで職務質問をしているのかという視点が欠け
ていたことに気付かされました。これから、判例等を勉強していく中で、警察
官、被疑者の心理というものを考えながら事実関係を見られるようにしていき
たいと思います」、「現場をしっかり見るということは大切なことだと実務の先
生方からよく聞いてましたが、警察官の立場からの話も伺えたのは貴重な機会
でした。印象に残ったのは、職務質問の際の拘束時間の話です。判例を読んで
いると、余り長く留めおくと任意とは言えず、違法であるという発想となって
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いました。しかし場合によっては、長時間留めておいたのは、強制手段に出な
いように説得するためでもあるということに気付きました。これから事実を読
むときは、このような状況も頭に入れながら勉強をしようと思いました」等の
まさにロースクールが目指していた実務と理論との架け橋にきっとなり得るよ
うな、率直な活き活きとしたコメントがあふれており嬉しく思いました。
すなわち、学生達に具体的な事例の中から問題点を検討して拾い上げてもら
い、法律という大きな体系の中に根拠を探しながら、それを位置づけて適正な
結論へと到達できるプロセスを習得して欲しいと思っておりました。
その為には、日頃から各人において視野を広くして柔軟で深く考えていくこ
とが必要です。
一方、学部においては、「公務員の仕事」という授業を開設させていただき
担当することになりました。この科目は、学生が早い段階から自分自身の進路
を考えながら将来の職業を真剣に準備していく契機になればと考えておりまし
た。この社会で実際に起きていることをしっかりと捉え、その意味を探り、自
分なりに分析していくことを目標の一つとしました。そのためには日頃から新
聞や書籍を読み、自分の意見や考えをしっかりと作り上げ、それを発表した
り、文章で表現することを毎回の課題としました。授業ではできるだけ一人一
人に問いかけ、自分自身の意見を述べてもらうようにして双方向のやりとり
（心のキャッチボール）を心がけておりました。当然のことながらこの基本的
なことはロースクールの授業でも常に伝え続けてきました。自分が何を学び、
どのように考え行動していくかを自分で把握することはかなり難しいことです
が、このたゆまない努力は意味を持ち、きっと自分自身を成長させていくこと
でしょう。
私は、検事時代にも各地検、高検の野球部に所属して若い事務官と野球を楽
しんでおりました。元来、スポーツ好きの私は、酒折に滞在している間、マイ
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グローブを持参してソフトボール部の練習に参加させてもらって、心地よい時
間を過しました。また、アメフト、柔道、レスリング、バスケット、ラグ
ビー、ホッケー部等のグランドや道場に足を運んで学生達の練習を見るのが何
より楽しみでした。
その際、監督やコーチの先生方から各競技のルールや見所を教えて頂いた
り、へとへとになりながら頂点を目指して一生懸命頑張っている選手達、また
怪我をしてしまったり、努力をしてもなかなか成果の出せない選手達がそれで
も黙々と耐えて厳しい練習に取組む姿を目にしました。その姿には心を打た
れ、また私自身が励まされる思いでした。
日々、厳しい練習に明け暮れながらも、 1限の刑事訴訟法の授業や演習等に
出席する運動部の学生達も年々増えてきました。勉強とスポーツの 2つから学
んだことは、生涯、彼等、彼女等自身の大きな支えとなることでしょう。
酒折で応援するだけでなく、私の地元の横浜文化体育館にて毎年春に行われ
るレスリングの新人戦や女子柔道部員が参加する皇后杯大会などでは山梨の学
生達を一生懸命応援しています。また日本武道館にも出向き、全日本学生柔道
優勝大会でも日頃道場で練習を見てきた学生達に声援を送りました。また正月
の箱根駅伝では沿道でプルシアンブルーの旗を力一杯振り、声の限り「山梨が
んばれ」と叫んでおります。選手の襷は、「団結と絆の象徴」と聞きました。
それこそが、母校の誇り、連帯の襷なのです。立川の駅伝予選会、出雲全日本
大学選抜駅伝、伊勢全日本大学駅伝対抗選手権大会にも山梨の職員の方達とご
一緒させていただき、忘れられない思い出となりました。今後とももちろん一
生懸命に山梨学院を応援いたします。
山梨は、昔から要所の地であり、人情が厚く優しい人達ばかりです。
私事となりますが、病気で倒れた時も甲府市内の病院に入院したのですが、
思いがけずゼミの学生達や先生方が見舞いに来て下さった時は感激しました。
それ以来、今も同じ病院に検査のために通っております。
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車窓から酒折のキャンパスが見えると、何か胸があつくなり、また名峰甲斐
駒ヶ岳、鳳凰三山等の南アルプス連山を目にすると心が晴れ晴れいたします。
連山の山並みと空とがくっきりとする時もあれば、何か空と山が一体化をし
ているような時もあり、それだけこの地が自然に近いことを想い起こさせてく
れます。
以前、アメリカ東海岸一帯を旅してボストンにある大学に行った時、何か酒
折キャンパスのレンガ調の落ち着いた校舎群とあざやかな緑の樹々の様子がよ
く似ているのを感じて懐かしい思いがしました。私は、海外の法律ドラマ「Ｓ
ＵＩＴＳ」などを観るのが好きなので、特にその背景のボストンに行ったと
き、そう感じたのかも知れません。
ロースクールのことに関しては、山梨学院大学を含め多くのロースクールが
その門を閉じざるを得ない状況となっています。そして、ここ山梨のロース
クールで学んで今も勉学を続けている人たち、ロースクールを巣立って社会の
いろいろな場で多様な役割を担って活躍をしている人たちに、私は、贈りたい
言葉があります。「前途洋洋」です。私は、好きな言葉と問われると、いつも
「前途洋洋」と答えております。育った横浜の港から海を見ながら過して来た
せいかも知れません。
行く手の大海原に乗りだして行く小舟は、揺れながら、また不安に駆られな
がらも、勇気と希望を持って未来に進もうとしています。海に乗り出して行く
という気持ちだけをしっかり持ち、小舟を漕いでいるのは「前途洋洋」の一人
一人です。
文化の多様性をはじめとして多くのことを、このキャンパスで学び、色々な
経験をして考え、行動する一人一人がここから大海原に旅立って行くのです。
ロースクールにおいて、学生達と教職員の方々と共に豊かな時間を共有でき
ましたことに対し、私は深く感謝しています。本当に幸せなことでした。そし
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て、ここで出会えたことは、それぞれの心の中で、お互いに尊いものとしてあ
り続けることを願っています。
山梨学院大学の益々のご発展と皆様方のご健康を心よりお祈りいたしており
ます。
感謝のうちに
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